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会
長
あ
い
さ
つ

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」　
　
会
長
　
鱒
渕
　
清
子

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
本
会

の
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
会
は
、
昨
年
２
月
に
設
立
30
周
年
の

慶
節
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
こ
れ
を
祝
し
会
報
「
30
周
年
記
念
号
」
を
発
行
す
る
と

と
も
に
、
記
念
事
業
と
し
て
、「
式
典
及
び
功
労
者
の
表
彰
」、「
記

念
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
功
労
者
や
記
念
講
演
講
師
を

囲
ん
で
の
交
流
会
」
を
滞
り
な
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
安
堵
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
国
保
連
合
会
様
の
ご
尽
力
と

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
て
、

30
年
の
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
、先
輩
諸
姉
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
「
つ

ゆ
く
さ
の
活
動
の
灯
」
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代
に
繋
い
で
行
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

３
月
の
総
会
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
事
業
の
承
認
を
い
た
だ

き
、
各
事
業
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
国
保
連
合
会
の
保
健

事
業
へ
の
協
力
で
は
、
例
年
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
実
施
で
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
協
力
可
能
な
会
員

が
限
ら
れ
て
お
り
、
会
員
の
高
齢
化
や
事
業
参
加
者
の
固
定
化
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
の
会
員
状
況
調
査
で
は
会
員
数

が
91
名
と
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
数
の
減
少
と
高
齢
化
は
、

全
国
共
通
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

つ
ゆ
く
さ
の
会
の
30
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
新
た
な
歴
史
を
紡

い
で
い
く
た
め
に
、
会
員
の
力
を
結
集
し
、
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
、

楽
し
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
会
報
に
よ
せ
て

栃
木
県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
課保健

看
護
人
材
担
当
　
課
長
補
佐
　
原
田
　
千
佳
子

　

つ
ゆ
く
さ
の
会
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
度
発
行
さ
れ
た
設
立
30
周
年
記
念
号
を
拝
見
し
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
を
懐
か
し
く
思
う
と
と
も
に
、

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
を
、
近
況
を
通
し
て
楽
し
く
拝
読
い
た

し
ま
し
た
。

さ
て
、栃
木
県
保
健
福
祉
部
で
は
、少
子
高
齢
化
の
進
展
や
生
活
課
題
の
複
雑
化
、

新
興
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
を
背
景
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
施
策
を
よ
り
一
体

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
８
年
度
に
組
織
改
編
が
行
わ
れ
ま
し

た
。具

体
的
に
は
、
生
活
困
窮
や
孤
立
な
ど
複
雑
化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
「
地
域

福
祉
課
」
の
新
設
、
感
染
症
対
策
と
疾
病
対
策
を
統
合
し
た
「
感
染
症
・
疾
病
対

策
課
」、
健
康
長
寿
政
策
の
推
進
に
向
け
て
健
康
づ
く
り
と
医
療
保
険
施
策
を
一
体

化
し
た
「
健
康
長
寿
推
進
課
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
福
祉
課
に
も
保
健
師

が
配
置
さ
れ
、
保
健
師
は
幅
広
い
分
野
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
８
年
５
月
15
日
付
け
で
「
地
域
に
お
け
る
保
健
師
の
保
健
活
動
に

関
す
る
指
針
」
が
約
13
年
ぶ
り
に
全
面
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
減
少
・
高
齢
化

の
進
展
を
踏
ま
え
、
個
別
支
援
か
ら
地
域
課
題
へ
の
展
開
、
多
職
種
連
携
や
住
民

と
の
協
働
を
通
じ
た
予
防
重
視
の
保
健
活
動
の
推
進
、
地
域
包
括
ケ
ア
や
健
康
危

機
等
に
対
応
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
保
健
師
の
専
門
性
を
発
揮
し
、
皆
様
と
と
も
に
、
保
健
師
活
動
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
会
報
に
寄
せ
て

栃
木
県
市
町
保
健
師
業
務
研
究
会
　
会
長
　
阿
久
津
　
梢

令
和
８
年
度
か
ら
、
栃
木
県
市
町
保
健
師
業
務
研
究

会
会
長
の
任
を
拝
命
し
ま
し
た
那
須
塩
原
市
の
阿
久
津

で
す
。
甚
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
課
せ
ら
れ
た

大
役
の
重
み
を
日
々
厳
粛
に
受
け
止
め
、
職
責
を
全
う

す
べ
く
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
市
町
保
健
師
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
国
の
少
子
化
対
策
に
伴
う
「
妊
娠

期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
」
の
拡
充
を
は
じ
め
、
複
雑
化
・
複
合
化
す
る
課
題

に
対
処
す
る
た
め
の
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
、
さ
ら
に
は
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
フ
レ
イ
ル
対
策
や
認
知
症
予
防
、
感
染
症
・
自
然
災
害
を
見
据
え
た
健
康
危
機

管
理
体
制
の
整
備
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
活
動
領
域
は
か
つ
て
な
い
広
が
り
を
見

せ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
絶
え
間
な
く
変
化
す
る
行
政
施
策
や
多
様
化
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
、

そ
し
て
複
雑
な
健
康
課
題
の
は
ざ
ま
で
、
今
年
２
月
に
公
表
さ
れ
た
「
２
０
４
０

年
を
見
据
え
た
保
健
師
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、

保
健
師
の
専
門
性
を
強
化
し
、
多
職
種
連
携
の
推
進
を
図
る
等
、 

時
代
に
即
し
た

最
適
な
活
動
と
は
何
か
を
日
々
模
索
し
、
悩
み
な
が
ら
現
場
に
向
き
合
っ
て
い
く

所
存
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
時
代
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
も
、
私
た
ち
の

活
動
の
原
点
は
不
変
で
す
。
住
民
の
皆
様
や
地
域
社
会
へ
主
体
的
に
働
き
か
け
、

健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
て
地
域
包
括
ケ
ア
お
よ
び
予
防
体
制
の
手
を
尽
く
す
こ

と
―
―
こ
の
信
念
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
保
健
師
と
し
て
の
専
門
能
力
を
磨
き
続

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
の
諸
先
輩
方
が
、
情
熱
と
使
命
感
を
も
っ
て
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
数
々
の
先
駆
的
な
保
健
師
活
動
の
歴
史
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝

の
念
を
捧
げ
ま
す
。
こ
の
尊
い
財
産
を
次
世
代
へ
と
正
し
く
継
承
し
、
変
化
の
激

し
い
現
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
も
、
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

と
も
私
た
ち
後
輩
に
温
か
い
ご
支
援
と
厳
し
く
も
愛
の
あ
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、貴
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

な
ら
び
に
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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令
和
７
年
度
在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の

会
」
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
３
月

16
日
（
月
）
国
保
連
合
会
９
階
大
会
議
室
に
て
、

栃
木
県
市
町
保
健
師
業
務
研
究
会
の
橋
本
美

羽
会
長
、
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

の
阿
部
正
人
事
務
局
長
を
来
賓
に
迎
え
、
開
催

し
ま
し
た
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
）
を
使

用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
、
25
名

が
出
席
、
４
名
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
で
傍
聴
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
鱒
渕
会
長

が
議
長
を
務
め
、

議
案
事
項
と
し

て
鷹
箸
副
会
長

か
ら
令
和
７
年

度
の
事
業
報
告
、

令
和
８
年
度
事

業
計
画
の
説
明

が
あ
り
、
双
方

と
も
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
鱒
渕

会
長
よ
り
、
令

和
７
年
11
月
25

日
に
開
催
さ
れ

た
令
和
７
年
度

都
道
府
県
在
宅

保
健
師
等
会
全

国
連
絡
会
の
復

命
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
都
道
府
県
在
宅
保
健
師
等
会
全

国
連
絡
会
の
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
及
び
役
員
体
制
は

12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
事
業
報
告
（
一
部
紹
介
）

●
市
町
健
康
ま
つ
り
へ
の
協
力

【
内
　
　
容
】

骨
密
度
測
定
後
の
結
果
説
明
及
び
健
康

相
談
等

【
実
施
市
町
】

那
珂
川
町
・
鹿
沼
市
・
芳
賀
町
・
宇
都

宮
市
・
さ
く
ら
市
・
壬
生
町
・
下
野

市
・
茂
木
町　

計
８
市
町

【
協
力
会
員
】
８
名

●
「
重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等
支
援
事

業
」
へ
の
協
力

【
内
　
　
容
】

家
庭
訪
問
等
に
よ
る
健
康
相
談
等

【
実
施
市
町
】

佐
野
市
・
高
根
沢
町
・
塩
谷
町

　

計
３
市
町

【
協
力
会
員
】
３
名

　

保
険
者
（
市
町
）
支
援
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
各
事
業
へ
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
総
会

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
会
報
に
よ
せ
て

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
　
事
務
局
長
　
阿
部
　
正
人

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で

の
豊
富
な
経
験
と
専
門
性
を
活
か
し
、
地
域

住
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
寄
与
さ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
設
立
30
周
年
記
念
行
事

が
盛
会
に
終
了
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
私
共
も
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。さ

て
、
わ
が
国
で
は
、
高
齢
者
数
が
２
０
４
０
年
頃
ま
で
増
加
し
、

そ
の
後
は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
高
齢
者
人
口
以
上
に
進
む
こ
と

に
よ
り
、
高
齢
化
率
の
上
昇
が
続
く
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

単
身
者
や
独
居
の
高
齢
者
の
増
加
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
種
多
様
化
な

ど
、
地
域
保
健
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
全
国
の
自
治

体
に
お
い
て
、
地
域
保
健
の
担
い
手
で
あ
る
保
健
師
の
人
材
確
保
は
、

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
退
職
後
も
高
い
専
門
性
と
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
退

職
保
健
師
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
チ
ナ
保
健
師
」
の
皆
様
に
、
近
年
大

き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

本
会
で
は
、「
市
町
健
康
ま
つ
り
支
援
事
業
」
に
お
け
る
骨
密
度
測

定
後
の
結
果
説
明
や
、「
重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等
支
援
事
業
」
に

お
け
る
健
康
相
談
等
で
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
本
人
の
状
態
や
住
居
等
の

地
域
事
情
な
ど
を
踏
ま
え
臨
機
応
変
に
対
応
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
は
、

保
健
師
と
し
て
長
年
地
域
と
共
に
住
民
の
健
康
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た

経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

本
会
と
し
ま
し
て
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
地
域
保
健
活

動
の
支
援
・
協
力
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
貴

会
の
活
動
が
よ
り
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
積
極
的

に
支
援
・
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
７
年
度
の
当
連
絡
会
は
、
令
和
７
年
11
月
25
日

（
火
）
サ
ウ
ス
ヒ
ル
永
田
町
に
お
い
て
、
６
年
ぶ
り
の

参
集
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

○
講
演

　「
こ
れ
か
ら
の
保
健
師
活
動
―
退
職
保
健
師
の
活
躍

へ
の
期
待
―
」

　    

厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局
健
康
課

保
健
指
導
室
長
　
後
藤
　
友
美
　
氏

　

保
健
所
数
は
、
近
年
で
は
横
ば
い
。
保
健
所
職
員
数

は
、
令
和
以
降
、
感
染
症
対
応
の
影
響
も
あ
り
、
増
加

に
転
じ
て
い
る
。

　

常
勤
の
自
治
体
保
健
師
は
増
加
し
て
い
る
が
、
人
口

規
模
の
小
さ
い
自
治
体
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
横
ば
い
と
な

り
、
必
要
な
保
健
師
数
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体

の
約
半
数
は
人
口
が
１
万
人
未
満
。
常
勤
保
健
師
数
は
、

40
代
が
少
な
く
若
手
育
成
に
携
わ
る
中
堅
が
い
な
い
。

　

静
岡
県
、
神
奈
川
県
等
で
は
、
役
職
定
年
・
再
任
用

の
保
健
師
と
協
力
し
新
任
保
健
師
等
の
支
援
体
制
を
整

備
し
て
い
る
。

　

都
道
府
県
で
97
％
、
市
町
村
で
76
％
が
退
職
保
健
師

を
活
用
し
、
都
道
府
県
で
は
、
人
材
育
成
、
市
町
村
で

は
保
健
業
務
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

○
事
例
発
表

　「
香
川
県
在
宅
保
健
師
会
『
オ
リ
ー
ブ
の
会
』
活
動

状
況
報
告
」

　    

香
川
県
在
宅
保
健
師
会
「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」

会
長
　
起
　
弘
美
　
氏

　

平
成
11
年
３
月
設
立
。
会
員
数
62
名
。
70
代
が
半
数

を
占
め
て
い
る
。
国
保
連
合
会
が
実
施
す
る
「
国
保
健

康
教
室
講
師
派
遣
事
業
」
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
の
一
環
と
し
て
、
通
い
の
場

等
を
活
用
し
た
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ま

た
は
そ
の
家
族
、
地
区
組
織
団
体
関
係
者
等
を
対
象
に

し
た
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
普
及
啓
発
事
業
を
令
和
４

年
５
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

○
活
動
報
告

（
１
）
福
島
県
在
宅
保
健
師
の
会
「
絆
」

会
長　

丹
野　

由
美
子　

氏

　

平
成
11
年
４
月
設
立
。
会
員
数
82
名
。
保
健
師
職

の
み
で
構
成
。
在
宅
保
健
師
に
よ
る
健
康
な
生
活
応

援
事
業
と
し
て
市
町
村
等
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
健
康

教
育
（
寸
劇
・
講
話
）
を
行
っ
て
い
る
。

（
２
）
千
葉
県
在
宅
看
護
職
等
の
会会

長　

池　

礼
子　

氏

　

平
成
10
年
７
月
設
立
。
会
員
数
は
令
和
７
年
11
月

時
点
で
１
３
５
名
。
多
職
種
で
構
成
。
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
支
援
事
業
等
健
康
ま
つ
り
等
支
援
事

業
を
実
施
。

（
３
）石
川
県
在
宅
保
健
活
動
者
連
絡
協
議
会「
虹
の
会
」

会
長　

川
坂　

君
江　

氏

　

平
成
14
年
３
月
設
立
。
会
員
数
47
名
。
多
職
種
で

構
成
。

　

事
業
は
、
特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
電
話
勧
奨
事

業
、
重
複
多
剤
投
与
通
知
事
業
、
健
康
劇
（
コ
ロ
ナ

に
よ
り
中
止
）
を
実
施
。

（
４
）
奈
良
県
在
宅
保
健
師
の
会
「
秋
篠
の
会
」

会
長　

来
田　

正
子　

氏

　

平
成
11
年
設
立
。
会
員
数
49
名
。
重
複
多
剤
投
薬

対
象
者
へ
の
電
話
に
よ
る
注
意
喚
起
勧
奨
事
業
で

は
、
お
薬
手
帳
の
活
用
促
進
を
実
施
。

（
５
）
山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

会
長　

松
永　

隆
子　

氏

　

平
成
９
年
９
月
設
立
。
会
員
数
92
名
、
７
ブ
ロ
ッ

ク
で
構
成
し
、
活
動
及
び
地
域
交
流
会
を
ブ
ロ
ッ
ク

単
位
で
行
っ
て
い
る
。

（
６
）
高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者
な
で
し
こ
の
会

会
長　

楠
瀨　

美
枝　

氏

　

平
成
11
年
10
月
設
立
。
平
成
14
年
度
に
他
職
種
も

入
会
し
た
こ
と
で
「
在
宅
保
健
活
動
者
な
で
し
こ
の

会
」
に
名
称
変
更
。

会
員
は
76
名
。
30
名
近
く
が
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

（
７
）
長
崎
県
在
宅
保
健
事
業
み
つ
ば
会

会
長　

森　

夏
實　

氏

　

会
員
は
60
名
。
多
職
種
で
構
成
。
紙
芝
居
や
健
康

づ
く
り
出
前
講
座
な
ど
に
よ
る
支
援
を
実
施
。

【
復
命
伝
達
】

 

都
道
府
県
在
宅
保
健
師
等

　
　
　
　
　
　
　
全
国
連
絡
会
の
報
告

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業

 
「
重
複
服
薬
者
等
訪
問

　
　指
導
等
支
援
事
業
」に

　
　
　
　
　ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

「
重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等
支
援
事
業
」
は
、
重
複
服
薬

等
の
対
象
者
に
対
し
、
保
健
師
や
薬
剤
師
に
よ
る
訪
問
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
受
療
行
動
の
普
及
・
啓

発
を
行
い
、
医
療
費
の
適
正
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
保
連
合
会
が
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
市
町
等
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
重
複
服
薬
対
象
者
一

覧
の
作
成
や
訪
問
候
補
者
の
選
定
、
訪
問
指
導
へ
の
同
行
、

研
修
会
の
開
催
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
訪
問
指

導
に
つ
い
て
は
、
在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
会
員
の

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
在
宅
保
健
師
の
役
割
○

●
市
町
の
担
当
者
と
対
象
者
宅
を
訪
問
し
、
服
薬
状
況
や
健

康
状
態
に
つ
い
て
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

●
訪
問
指
導
の
主
な
対
象
者
は
、
同
じ
薬
効
の
お
薬
（
内
服

薬
・
外
用
薬
）
を
、
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
複
数
月
に
わ

た
り
処
方
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

●
訪
問
指
導
後
、
市
役
所
・
町
役
場
等
の
庁
舎
内
に
て
指
導

記
録
を
作
成
し
、
国
保
連
合
会
へ
提
出
し
ま
す
。

※
ご
協
力
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
事
前
に
国
保
連
担
当
者
よ
り
必

要
な
資
料
の
提
供
及
び
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

※
実
施
日
に
市
役
所
・
役
場
等
へ
集
合
し
、
市
町
担
当
者
と
対
象

者
宅
を
訪
問
し
ま
す
。（
１
日
で
２
件
程
度
訪
問
／
１
件
あ
た
り

30
分
～
１
時
間
程
度
・
庁
舎
等
で
の
面
談
の
場
合
も
あ
り
。）
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○
主
旨

　

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
は
、
平
成
７
年
２

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
に
30
周
年
の
佳
節

を
迎
え
、
去
る
令
和
７
年
９
月
30
日
に
設
立
30
周
年
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
歴
代
の
会
長
や
来
賓
と
し
て
、
栃

木
県
保
健
福
祉
部
長
代
理 

保
健
福
祉
課 

主
幹 

富
田
倫

子 

様
、
栃
木
県
市
町
保
健
師
業
務
研
究
会
会
長 

橋
本
美

羽 

様
、
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
常
務
理
事 

大
橋
哲
也 

様
を
お
招
き
し
、
令
和
７
年
度
栃
木
県
国
民

健
康
保
険
功
労
者
表
彰
式
、
30
周
年
記
念
講
演
や
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
度

　

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
功
労
者
表
彰
式

　

長
年
に
わ
た
り
、
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
に
お
い

て
多
大
に
貢
献
い
た
だ
い
た
７
名
が
表
彰
さ
れ
、
ご
出

席
い
た
だ
い
た
４
名
の
方
に
、
栃
木
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
常
務
理
事
の
大
橋
哲
也
様
、
事
務
局
長
の

阿
部
正
人
様
よ
り
、
感
謝
状
及
び
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
欠
席
さ
れ
た
２
名
の
方
に
は
、
後
日
お

渡
し
し
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、
表
彰
者
を
代
表
し
、

松
岡
久
子
様
よ
り
謝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
度
の
受
賞
は
つ
ゆ
く
さ
の

会
設
立
当
初
か
ら
ご
指
導
ご
協

力
い
た
だ
き
ご
尽
力
賜
り
ま
し

た
国
保
連
合
会
の
皆
様
、
関
係

者
の
方
々
、会
員
の
皆
さ
ま
あ
っ

て
の
受
賞
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心

よ
り
御
礼
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
先
輩
方
の
築
い
て
き
た
歴
史
、
活
動
を
重
ん

じ
、
保
健
師
魂
を
受
け
継
ぎ
次
世
代
に
繋
い
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ゆ
く
さ
の
会
の
益
々
の
充
実
、

発
展
を
念
じ
て
会
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動
の
推
進
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
国
保
連
合
会
様
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」

「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
設
立
30
周
年
記
念
式
典

平
野　

ア
サ　

様　

五
味　

ア
ヤ
子　

様

大
登　

ユ
リ　

様　

籾
山　

喜
久
代　

様

松
岡　

久
子　

様　

松
井　

町
子　

様

猿
山　

悦
子　

様

表
彰
者
一
覧
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30
周
年
記
念
講
演
会
報
告

テ
ー
マ
「
人
生
１
０
０
年
時
代
‼
健
康
長
寿
に
新
た
な
一
歩
」

　

～
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
保
健
活
動
と
在
宅
保
健
師
に
期
待
す
る
こ
と
～

　
　
　
　
　
　
　

獨
協
医
科
大
学
看
護
学
部
国
際
公
衆
衛
生
看
護
学　

教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
・
厚
生
労
働
省　

健
康
局
健
康
課　

保
健
指
導
室
長
）　

加
藤　

典
子 

氏

　

つ
ゆ
く
さ
の
会
30
周
年
記
念
講
演
会
を
、
よ
う
や
く

秋
風
の
吹
く
さ
わ
や
か
な
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
講
師
に
、「
栃
木
県
で
働
い
た
こ
と
は
保
健
師

の
私
の
原
点
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
大
切
な
場
所
」
と

話
さ
れ
た
加
藤
典
子
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

昭
和
16
年
に
保
健
師
規
則
が
制
定
さ
れ
、
感
染
症
対

策
、
母
子
保
健
、
栄
養
改
善
等
生
活
全
般
を
と
ら
え
る

専
門
職
と
し
て
は
じ
ま
り
、
現
在
で
は
昭
和
23
年
に
制

定
さ
れ
た
保
助
看
法
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
時
代
と
と
も
に
保
健
師
の
支
援
対
象
は
多

様
化
し
拡
大
し
た
が
、
い
つ
の
時
代
も
社
会
ニ
ー
ズ
と

直
結
し
た
活
動
を
行
い
、
新
た
な
健
康
課
題
が
顕
在
化

す
る
な
か
、
既
存
の
活
動
に
つ
い
て
も
そ
の
時
代
に
合
っ

た
地
域
活
動
を
積
み
重
ね
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
こ
と

を
話
さ
れ
、
自
治
体
保
健
師
は
、
看
護
専
門
職
と
し
て

の
役
割
と
、
公
務
員
と
し
て
施
策
・
評
価
等
に
携
わ
る

行
政
職
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
昨
今
は
行
政
職
と
し

て
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
保
健
師
が
課
題
問
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
で

は
、
日
々
の
訪
問
や
相
談
対
応
が
、
業
務
の
複
雑
化
、

多
様
化
に
よ
り
精
神
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
専
門
性
の
維
持
だ
け
で
な
く
、
精

神
的
負
担
の
軽
減
、
働
き
方
の
柔
軟
性
、
支
援
体
制
の

充
実
な
ど
よ
り
広
い
課
題
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
感
染
症
危
機
に
向
け
た
課
題
や
、
地
方

調
査
委
員
会
で
の
今
後
の
行
政
の
方
向
性
の
説
明
が
あ

り
、
２
０
４
０
年
問
題
と
し
て
人
口
減
少
と
高
齢
化
等
、

保
健
師
活
動
も
変
化
し
て
い
く
事
や
、
人
材
確
保
は
困

難
に
な
り
質
の
向
上
も
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
行
政
機
関
が
つ
な
が
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
連
携
し
あ
う
機
会
を
増
や
し
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
規
模
自
然
災
害
や
感
染
症
の
拡
大

に
際
し
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
く
上
で
効
果
を
発
揮
す

る
と
話
さ
れ
た
こ
と
は
東
日
本
大
震
災
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
応
な
ど
今
ま
で
の
経
験
も
あ
り
共
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
私
た
ち
在
宅
保
健
師
に
期
待
す
る
こ
と
と
し

て
、
強
み
は
、
①
制
度
・
政
策
へ
の
理
解
が
長
年
働
い

た
中
で
あ
る
こ
と
、
②
総
合
的
視
点
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
③
地
域
で
の
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
、
④
後
輩
の

育
成
が
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
公
衆
衛
生

は
地
域
を
育
て
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
地
域
の
将
来
（
未
来
）

を
支
え
る
存
在
と
な
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
担
っ

て
ほ
し
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

加
藤
先
生
の
今
ま
で
の
深
い

経
験
の
中
か
ら
大
変
貴
重
な

記
念
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
塚
）

●今の国の動きなどを知ることができ、地域の中で自分のできる事をしていきたい。
●保健師の仕事は、行政と深く結びつきがあり、ひとりひとりがその役割を担っていることを再度認識
しました。誇るべき仕事であると感じました。
●現役で自治体保健師をしている私自身にとっても、大変意義深いお話であった。住民と共に地域を育
てていきたいと思った。

参加者の感想
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○
30
周
年
記
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
‼

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

み
ん
な
何
し
て
る
？
」
と
題

し
、
座
長
に
は
講
演
に
引
き

続
き 

加
藤
典
子
先
生
。
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
在
宅
保

健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
元

役
員 
島
田
ト
ミ
子
氏
、
栃

木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会　

衛
生
管
理
者 

大
島
由
子
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

サ

ロ
ン
み
ん
な
の
保
健
室 

鱒
渕
清
子
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
人
目
の
島
田
氏
は
、
55
歳
で
リ
ウ
マ
チ
に
な
り
現

在
は
電
動
車
椅
子
、杖
、歩
行
器
を
使
い
生
活
す
る
中
で
、

患
者
会
や
随
筆
の
会
な
ど
で
の
新
し
い
出
会
い
や
宇
都

宮
地
方
裁
判
所
等
の
調
停
員
を
行
い
、
そ
の
後
、
随
筆

の
会
に
同
人
誌
の
会
を
結
成
す
る
等
、
保
健
師
の
仕
事

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
前
向
き
な
生
き
生
き
と
し

た
人
生
を
送
っ
て
お
り
、「
病
気
に
な
っ
て
も
心
ま
で
病

気
に
な
ら
な
い
。
気
持
ち
は
元
気
１
０
０
％
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
人
目
の
大
島
氏
は
、
行
政
保
健
師
・
産
業
保
健
師
・

小
学
校
の
養
護
教
諭
な
ど
様
々
な
職
場
、
職
種
を
経
験

し
た
が
、
い
ず
れ
の
仕
事
で
も
土
台
は
保
健
師
と
し
て

の
物
の
見
方
や
地
域
の
関
わ
り
方
だ
と
い
う
。
楽
し
み

上
手
、
喜
び
上
手
だ
っ
た
母
の
介
護
を
通
し
て
筋
ト
レ
、

脳
ト
レ
も
大
切
だ
が
、
日
常
の
中
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
見
つ
け
る
ハ
ッ
ピ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
必
要
と
話
し
、
最
後
は
自
分
を
担
当
す
る
保
健
師

と
し
て
健
康
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
人
目
の
鱒
渕
氏
は
、
退
職
後
に
看
護
協
会
で
の
仕

事
を
す
る
中
で
仲
間
た
ち
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
サ
ロ
ン
み

ん
な
の
保
健
室
」
を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
い
る
。
出
会

い
を
大
切
に
し
、
寄
り
添
う
こ
と
か
ら
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
健
康
づ
く
り
」
に
向
け
支
援
の
充
実
を
目
指

し
、
感
謝
と
勉
強
を
怠
ら
ず
肩
の
力
を
抜
い
て
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
人
生
を
楽
し
み
た
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
加
藤
先
生
か
ら
は
、
自
身
が
豊
か
で
あ
る
こ

と
、
保
健
師
の
活
動
は
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き
て

い
る
こ
と
、
他
人
に
寄
り
添
い
、
背
景
を
理
解
し
、
知

識
を
活
か
し
関
わ
る
人
を
幸
せ
に
す
る
、
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
、
保
健
師
の
強
み
と
し
て
提
示
し
た
４
点

は
パ
ネ
リ
ス
ト
の
言
葉
に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
大
塚
）

○
交
流
会

　

記
念
式
典
終
了
後
に
は
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
の
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

会
員
同
士
が
な
ご
や
か
に
会
話
が
は
ず
み
、
近
況
の
報

告
を
行
っ
て
い
る
場
面
が
多
々
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
か
ら
近
況
を
お
話
し
い
た
だ

き
、
互
い
の
活
動
や
健
康
を
喜
び
合
う
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
、
30
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
ス

ラ
イ
ド
を
上
映
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い
写
真
や
活
動
の

記
録
に
会
場
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が
り
、
在
宅
保
健

師
の
会
の
歴
史
と
絆
を
改
め
て
実
感
す
る
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

●参加者の方にひとことずつ話していただいたのは良い時間であったと思います。
　ほかの方が退職後どんなふうに時間を重ねているのか知ることができ、良い刺激
になりました。また、交流の意味が深まったと感じました。
●同窓会の様に、なつかしい方々となごやかに会話がはずみ楽しい時間を過ごすこ
とができました。若かりし頃の姿が写ったスライドもよかったです。

参加者の感想
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第２回研修会報告人
生
の
三
分
の
一
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
「
睡
眠
」

は
、
健
康
の
保
持
増
進
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
睡
眠

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
地
域
活
動
に
活
か
す
と
と
も

に
会
員
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る
た
め
本
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
た
。
講
師
有
竹
清
夏
先
生
は
、
日
本
睡
眠

学
会
に
於
い
て
数
多
く
の
研
究
実
績
が
あ
り
、
学
会

委
員
も
歴
任
さ
れ
る
等
、
多
岐
に
渡
り
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

【
研
修
内
容
】

１
．
加
齢
と
眠
り	

年
齢
と
共
に
生
理
的
睡
眠
時
間
は
短
く
な
る
。
日

中
の
活
動
量
と
の
関
係
も
あ
り
自
然
な
現
象
。
10
歳
・

20
歳
代
で
は
平
均
７
時
間
程
度
だ
が
、
50
歳
・
60
歳

代
で
は
６
時
間
程
度
。
良
い
睡
眠
イ
コ
ー
ル
長
い
睡

眠
で
は
な
く
、
睡
眠
で
休
養
が
取
れ
て
い
る
と
い
う

感
覚
、
す
な
わ
ち
睡
眠
休
養
感
が
重
要
で
あ
る
。
働

き
盛
り
世
代
で
は
、
睡
眠
休
養
感
の
な
い
短
い
睡
眠

時
間
は
総
死
亡
リ
ス
ク
が
増
加
し
、
高
齢
世
代
で

は
、
睡
眠
休
養
感
の
な
い
長
い
床
上
時
間
は
総
死
亡

リ
ス
ク
が
増
加
す
る
。
ま
た
、
睡
眠
問
題
は
、
生
活

習
慣
病
や
精
神
疾
患
等
様
々
な
疾
患
の
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
に
な
り
、
公
衆
衛
生
学
的
に
も
産
業
衛
生
学

的
に
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
不
眠
は
特
に
高
齢
者

に
多
く
見
ら
れ
る
病
態
で
、
男
性
よ
り
女
性
に
多
く
、

40
～
50
歳
代
が
ピ
ー
ク
。
女
性
の
場
合
更
年
期
の
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
影
響
が
あ
る
。
高
齢
者
世
代
の

睡
眠
問
題
の
原
因
と
し
て
は
①
体
内
時
計
の
加
齢
に

よ
る
脆
弱
化
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
減
少
に
よ
る

睡
眠
必
要
性
の
低
下
③
睡
眠
維
持
・
管
理
機
能
の
加

齢
に
よ
る
低
下
④
環
境
的
要
因
等
が
あ
る
。
日
中
太

陽
光
を
し
っ
か
り
浴
び
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
リ
ズ

ム
、
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
睡
眠
休

養
感
を
高
め
る
上
で
大
切
。

２
．
高
齢
者
世
代
に
み
ら
れ
る
主
な
睡
眠
障
害

頻
度
の
高
い
特
殊
な
睡
眠
障
害
と
し
て
は
、
閉
塞

性
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
・
周
期
性
四
肢
運
動
障
害
・

む
ず
む
ず
脚
症
候
群
・
レ
ム
睡
眠
行
動
障
害
等
が
あ

り
、
動
画
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な
症
状
を
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
。
他
、
不
眠
・
眠
気
を
引
き
起
こ
す

精
神
疾
患
や
内
科
的
疾
患
、
薬
剤
性
の
不
眠
も
あ
る
。

主
な
睡
眠
検
査
法
で
は
主
観
的
評
価
法
と
し
て
「
エ
ッ

プ
ワ
ー
ス
眠
気
ス
ケ
ー
ル
」「
ア
テ
ネ
不
眠
尺
度
」

「
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
睡
眠
質
問
票
」
等
、
客
観
的
評
価
法

と
し
て
「
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ

検
査
」
が
あ
る
。

３
．
睡
眠
休
養
感
を
高
め
る

た
め
に
は

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡

眠
ガ
イ
ド
２
０
２
３
で
は
健

康
増
進
の
観
点
か
ら
「
適
正

な
睡
眠
時
間
の
確
保
」「
睡

眠
休
養
感
の
向
上
」
が
国
民

の
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。「
良
質
な
睡
眠

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
」「
運

動
・
食
事
の
生
活
習
慣
に
つ

い
て
」「
睡
眠
と
嗜
好
品
に
つ

い
て
」
等
参
考
と
さ
れ
た
い
。

最
後
に
、
90
分
と
い
う

短
い
時
間
で
し
た
が
、
様
々

な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
興
味
深

い
内
容
で
、
改
め
て
睡
眠
の

大
切
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し

た
。
地
域
で
の
相
談
事
業
や

自
身
の
健
康
管
理
に
是
非
活

か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。	

（
熊
倉
）

 

【
開
催
日
】　

令
和
８
年
３
月
16
日
（
月
）

 
【
テ
ー
マ
】　
「
心
身
の
健
康
と
ね
む
り
」

 
【
講　

演
】　
「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
睡
眠
の
こ
と
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部
健
康
開
発
学
科　

教
授　

有
竹 

清
夏 

氏

 

【
場　

所
】　

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会　

９
階
大
会
議
室

 

【
参
加
者
数
】　

つ
ゆ
く
さ
の
会
28
名
（
う
ち
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
８
名
）

 　
　
　
　
　
　

市
町
保
健
師
業
務
研
究
会
13
市
町 

44
名
（
う
ち
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
43
名
）

参加者の感想

●体内時計について思春期保健で良く話していましたが、高齢期の睡眠とも関係することがよく理解でき
ました。市民との関わりの中で「よく眠れていますか」の声掛けは継続していきたいと思いました。
●自分の生活を振り返りながら拝聴しました。睡眠の大切さを再認識することが出来ました。
●睡眠時間も大切ですが、「睡眠休養感」の重要性を知ることが出来ました。長すぎる睡眠時間ではな
く、幼少期から活動時間、休養時間のメリハリをもつこと、就寝前に避けるべき活動、推奨されている
睡眠時間等、子育て世代へと周知していきたいと思います。
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活動報告  「市町健康まつり支援事業」・
　　　　　「重複服薬者等訪問指導等支援事業」

　在宅保健師「つゆくさの会」では、栃木県国民健康保険団体連合会が実施する「市町健康まつり支援事業」
での骨密度測定後の結果説明及び健康相談等や、「重複服薬者等訪問指導等支援事業」での訪問指導等に
協力しています。ご協力いただいた会員の感想をご紹介いたします。

「
市
町
健
康
ま
つ
り
支
援
事
業
」
に
参
加
し
て

岩
渕
　
文
子

重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等
支
援
事
業
に
協
力
し
て大

塚
　
純
子

令
和
７
年
９
月
20
日
（
土
）、
宇
都

宮
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
」
に
参
加
し
、

骨
密
度
測
定
後
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
場
を
離
れ
て
久
し
ぶ
り
の
骨
密
度
結
果
説
明
で
し
た
の

で
、
事
前
に
い
た
だ
い
た
資
料
に
目
を
通
し
て
準
備
し
、
当
日

に
臨
み
ま
し
た
。

当
日
会
場
で
は
ロ
コ
モ
度
測
定
や
姿
勢
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康

グ
ッ
ズ
の
展
示
等
、
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。骨
密
度
測
定
は
定
員
50
名
で
、

事
前
申
し
込
み
で
の
対
応
で
し
た
。

実
年
齢
の
平
均
値
で
も
60
歳
を
過
ぎ
て
く
る
と
「
少
な
め
・

注
意
」
の
判
定
に
な
る
等
の
説
明
に
驚
く
方
が
多
く
、
食
事
だ

け
で
な
く
運
動
や
日
光
に
当
た
る
こ
と
の
重
要
性
に
加
え
、
若

い
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
等
を
説
明
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
骨
密
度
測
定
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
状
況
を
知
る
機
会

に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
後
輩
保
健
師
達
が
現
場
で
活
躍
す
る

様
子
を
垣
間
見
、
情
報
交
換
も
で
き
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
お
世
話
に
な
っ
た
、
国
保
連
や
市

の
担
当
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
、
本
事
業
の
訪
問
指
導
に

従
事
し
、
２
件
の
訪
問
を
担
当
者
の

方
と
同
伴
で
実
施
し
ま
し
た
。
本
当

に
久
々
の
訪
問
の
た
め
、
ド
キ
ド
キ

が
止
ま
ら
ず
数
日
前
か
ら
の
準
備
も

当
日
は
ど
こ
か
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
す
。
こ
の
訪

問
の
中
で
感
じ
た
事
を
報
告
し
ま
す
。
２
件
と
も
対
象
者
の
方

に
と
っ
て
は
望
ん
で
い
た
訪
問
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

１
件
目
の
方
は
、
外
出
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
た
め
玄
関

先
で
の
お
話
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
元
気
に
お
暮
し
の
若
々

し
い
方
で
し
た
が
、
こ
の
時
は
風
邪
が
引
き
金
と
な
り
喉
の
違

和
感
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
よ
り
専
門
性

の
高
い
医
療
機
関
へ
の
受
診
で
結
果
的
に
重
複
服
薬
の
処
方
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
２
件
目
の
痛
み
の
あ
る
方
は
、
腰
や
膝

の
痛
み
の
た
め
日
常
生
活
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
り
、
痛

み
も
改
善
し
な
い
た
め
、
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
し
ま

う
と
い
う
悪
循
環
の
方
で
し
た
が
、
高
齢
に
な
る
と
日
々
自
分

の
体
が
不
安
で
、
気
持
ち
の
浮
き
沈
み
が
あ
り
、
重
複
服
薬
と

な
っ
て
し
ま
う
の
も
自
分
が
近
い
年
齢
に
な
り
よ
く
分
か
る
気

が
し
ま
し
た
。

２
件
と
も
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
、
そ
ん
な
不
安
を
抱
え

る
方
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
寄
り
添
い
不
安
の
声
に
耳
を
傾
け

共
感
し
、
少
し
で
も
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
出
来
た
だ
ろ
う

か
と
反
省
も
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
適
切
に
お
薬
手
帳
を
使
う

こ
と
で
早
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
相
談
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

退
職
し
て
あ
っ
と
い
う
ま
に
月
日
が
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ

自
分
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
感
じ
た
訪
問
で
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
担
当
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

参
加
者
の
感
想

参
加
者
の
感
想
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２．回答状況

13人

4人
5人

２人
２人

39人

医療機関
企業

介護施設
教育機関

その他

行政

１．概要
　（1）実施期間　令和７年７月31日～８月15日にかけて実施
　（2）対 象 者　令和７年６月末時点で会員名簿に登録されている113名に調査票を送付
　（3）回 答 率　81.4％（回答提出者92名）

（1）年代別構成（令和７年８月15日時点）

（3）現在の過ごし方（複数回答）

（5）災害時及び新型感染症支援
　　　への協力

（6）国保連合会事業
　　（市町健康まつり）への協力

（7）国保連合会事業（重複服薬者等
　　  訪問等支援事業）への協力

（2）最終勤務先

（4）就労先（複数回答）

未回答　2人
2.2%

災害時及び
新型感染症

17人
18.9%

災害時のみ
12人

13.3%

新型感染症のみ
4人

4.4%協力不可　55人
61.1%

未回答　2人
2.2% 協力できる　10人

11.1%

条件により
協力できる

27人
30%

協力は難しい
51人

56.7%

未回答　2人
2.2%

協力できる
6人　6.7%

条件により
協力できる

18人
20%

協力は難しい　64人
71.1%

令和５年度
（89人）

令和７年度
（92人）

令和５年度

令和７年度

0 10 20 30 40 50 60

56人
33人

31人
28人
27人

４人その他

ボランティア活動
子育てや介護

趣味
家事

仕事

0 20 40 60

病後児保育施設運営、栃木
県看護協会、産業保健指導
、栃木県国民健康保険団体
連合会　等

40 歳代
１人

50 歳代
１人

60 歳代
59 人

60 歳代
59 人

70 歳代
25 人

70 歳代
25 人

80 歳代
１人

90 歳代
１人

60 歳代
55 人

60 歳代
55 人

70 歳代
32 人

70 歳代
32 人

40 歳代
２人

50 歳代
１人

80 歳代
１人

90 歳代
１人

県
24 人

県
24 人

県
24 人

県
24 人

市町村
52 人
市町村
52 人

市町村
50 人
市町村
50 人

その他
12 人

その他
11 人

回答なし
１人

回答なし
７人

在宅保健師「つゆくさの会」会員状況調査の報告
会員の皆様の現在の状況を把握し、会の今後の事業や活動等を検討することを目的に調査
を行いましたので、調査結果の一部を掲載いたします。
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退
職
し
て
10
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
退
職
時
に
70
歳
迄
は
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
３
年
間
は
再
任
用
で
新
設
の
職
場
で
、
や
り
が
い
は
あ
り
ま

し
た
が
、
後
輩
の
活
躍
を
閉
ざ
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
退
職
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
後
知
人
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働
い
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た

が
、
直
ぐ
に
保
健
師
の
ニ
ー
ズ
は
少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
現
場
で
は
看
護
師
さ

ん
、
そ
れ
も
正
看
護
師
の
有
資
格
者
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
な
り
に
虐
待

防
止
、
職
員
の
健
康
管
理
や
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
等
作
成
い
た
し
ま
し
た
が
、
職

場
と
自
分
の
意
識
の
ず
れ
が
あ
り
、
３
年
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
時
歯
科
医
師
の
先
端
医
療
と
し
て
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
時
に
口
腔
ケ
ア
を
専
門
職
が
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
延
命
に
繋
が
っ
た
り
、

心
地
よ
く
過
ご
し
た
り
、
ま
た
意
識
も
鮮
明
に
な
っ
た
り
驚
く
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
他
の
施
設
で
も
実
施
さ
れ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

そ
し
て
歯
科
医
師
会
の
事
務
局
で
、
施
設
や
行
政
の
間
で
今
ま
で
の
経
験
か
ら

調
整
役
と
し
て
働
け
る
と
思
い
、
そ
の
時
の
会
長
に
相
談
し
て
現
在
の
職
場
に
繋

が
り
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
歯
科
医
師
会
の
役
員
の
先
生
方
の
負
担
は
大

き
く
、少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
い
う
気
持
ち
で
今
は
働
き
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
趣
味
の
着
付
け
を
習
い
、
今

は
自
分
で
教
室
を
開
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
自
治
会
の
仕
事
も
引
き
受
け

て
お
り
、
現
役
以
上
に
多
忙
な
毎
日
で
す
。

矢
部
　
容
子

県
を
退
職
し
市
の
介
護
認
定
審
査
会
の
仕
事
が
４
か
月
を
経
過
し
た
頃
、
一
人

暮
ら
し
を
し
て
い
た
義
母
が
農
作
業
中
に
土
手
か
ら
転
落
し
腰
を
骨
折
し
要
介
護

３
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
状
も
出
現
し
一
人
暮
ら
し
が
困
難
と
な
っ
た

た
め
自
宅
に
引
き
取
り
介
護
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
居
室
・
ト
イ
レ
・
食
堂

も
分
か
ら
ず
四
六
時
中
付
き
添
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
認
知

症
が
進
行
せ
ぬ
よ
う
医
療
機
関
受
診
と
通
所
介
護
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し

ま
し
た
。
穏
や
か
な
義
母
で
し
た
が
夜
中
に
叫
ん
だ
り
、
介
助
無
し
で
は
起
き
上

が
る
の
が
難
し
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
寝
ぼ
け
て
歩
い
た
り
す
る
等
の
症
状
が
あ

り
、
夜
も
介
護
が
必
要
で
し
た
。
５
年
が
経
過
し
た
後
、
通
所
介
護
で
流
行
し
て

い
た
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
病
院
に
入
院
し
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
急
激
に

低
下
、
退
院
と
同
時
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
ま
し
た
。
徐
々
に
身
体
状

況
が
悪
化
し
摂
食
で
き
な
く
な
り
、
入
所
後
８
か
月
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
夫
と

二
人
で
面
会
に
行
っ
た
と
き
夫
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
こ
と
は
覚

え
て
お
り
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
義
母
の
介
護
生
活
は
大
変
で
し
た
が
、

本
当
に
良
い
経
験
で
し
た
。

介
護
認
定
審
査
会
委
員
を
６
年
間
務
め
医
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

関
係
の
職
員
の
方
々
と
有
意
義
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
し
た
。

趣
味
は
、
退
職
前
か
ら
取
得
し
た
ヨ
ガ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
温
圧
施
療
士
・
日
光
彫

に
退
職
後
に
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
大
き
な
声
を
出
せ
て

ス
ト
レ
ス
解
消
に
最
高
で
す
。）
義
母
の
入
所
後
に
始
め
た

オ
カ
リ
ナ
吹
奏
と
友
人
と
の
近
場
へ
の
小
旅
行
（
Ｊ
Ｒ
を
利

用
）
に
加
え
、
県
の
退
職
者
の
友
の
会
の
役
員
を
し
て
お
り

楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

小
林
　
智
子

今
の
私
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新会員のご紹介

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ
（
入
会
費
・
年
会
費
無
料
）

編
　
集
　
後
　
記

昨
年
度
は
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
30
周
年
記
念
式
典
の

開
催
・
記
念
号
の
発
行
等
を
通
し
、
諸
先
輩
方
か
ら
の

近
況
報
告
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
退
職
後
も
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
生
き
生
き
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
・

日
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
の
様
子
に
感
銘
し
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
生
涯
現
役
、
保
健
師

魂
を
感
じ
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を

ご
報
告
し
た
い
と
思
い
、
編
集

し
ま
し
た
。

こ
の
会
報
誌
が
会
員
の
皆
様

の
心
を
繋
ぐ
架
け
橋
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご
寄

稿
も
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。最

後
に
、
ご
多
忙
に
も
関
わ
ら

ず
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
で
は
、
新
規
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
在
宅
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
や
、
退
職
さ
れ
た
方
、
非
常
勤
嘱
託
等
に

よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
、
在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
に
お
誘
い
く

だ
さ
い
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
入
会
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
事
務
局
】
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

　
　
　
　
　

  

保
健
事
業
課
保
健
事
業
担
当

（
☎
０
２
８
︱
６
２
２
︱
７
２
４
８
）

星
野　

恭
子
さ
ん

伊
藤　

洋
子
さ
ん

齋
藤　

順
子
さ
ん

会
員
数
92
名

（
令
和
８
年
７
月
末
時
点
）

●
保
健
師
と
し
て
の
専
門
性
を
生
か
し
地
域
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
活
動
等
の
推
進
に
寄
与

す
る
。

●
地
域
保
健
に
関
す
る
新
し
い
知
識
や
技
術
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
会
員
間
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
す
。

令
和
８
年
度　
事
業
計
画

令
和
８
年
度　
役
員

在
宅
保
健
師
「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」

活
動
方
針

○
総
会　

年
１
回
（
３
月
）

○
役
員
会　

年
４
回

○
研
修
会　

年
２
回
（
９
月
・
３
月
）

○
会
報
「
つ
ゆ
く
さ
」
発
刊　

年
１
回
（
７
月
）

○
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

○
地
域
に
お
け
る
交
流
会
の
実
施

○
都
道
府
県
在
宅
保
健
師
等
会
全
国
連
絡
会　

年
１
回

○
そ
の
他

と
ち
ぎ
の
保
健
師
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
へ
の
協
力

　

・
市
町
健
康
ま
つ
り

　

・
重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等
支
援
事
業

熊
倉　

典
子　

幹
事

　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

文
子　

幹
事

大
賀　

昌
子　

幹
事

　
　
　
　
　
　
　

鱒
渕　

清
子　

会
長

大
塚　

純
子　

幹
事

　
　
　
　
　
　
　

鷹
箸　

英
子　

副
会
長

平
石　

紀
子　

副
会
長

（
連
合
会
保
健
師
）

「
つ
ゆ
く
さ
の
会
」
研
修
会
の
お
知
ら
せ

日　

時
令
和
８
年
９
月
29
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

9
階
会
議
室

（
宇
都
宮
市
本
町
３
ー
9 
栃
木
県
本
町
合
同
ビ
ル
） 

内　

容

テ
ー
マ
：「
心
身
の
健
康
と
ね
む
り
」

講
演
及
び
実
技

～
実
践
編

　

ね
む
れ
る
身
体
の
つ
く
り
か
た
～

　

講
師
：
埼
玉
県
立
大
学 

保
健
医
療
福
祉
学
部

　
　
　
　

 

健
康
開
発
学
科

　
　
　
　

教
授　

有
竹　

清
夏　

氏

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！


